
省

令

平成™�年›月˜Ÿ日 金曜日 (号外第ŸŸ号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
四
号
）
及
び
生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
（
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
四
項
、
第

四
十
九
条
の
三
第
四
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及

び
第
四
項
（
第
四
十
九
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十

九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
五
条
の
三
、
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
、
第
七
十
八
条

の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
十
三
条
の
二
、
第
八
十
四
条
並
び
に
第
八
十
四
条
の
六
並
び
に
生
活
保
護
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
生
活
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
四
十
八

号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

生
活
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
申
請
）

第
一
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
四
条
第
一
項
（
同
条

第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
保
護
の
開
始
の
申
請
は
、
保
護

の
開
始
を
申
請
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）の
居
住
地
又
は
現
在
地
の
保
護
の
実
施
機
関
に
対
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。

２

保
護
の
実
施
機
関
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
の
開
始
の
申
請
に
つ
い
て
、
申
請
者
が
申
請

す
る
意
思
を
表
明
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
申
請
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
五
号
（
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

要
保
護
者
の
性
別
及
び
生
年
月
日

二

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
二
十
六
条
の
十
六
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

生
活
保
護
法

第
三
十
八
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

生
活
保
護
法

第
四
十
二
条
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

生
活
保
護
法

（
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令

第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
。
次
項
の
表
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
の
字
句
で
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
」
に
改
め
、
同
項
の
表
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五

十
四
条
の
二
第
一
項
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

４

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
介
護
扶
助
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
又
は
同
条
第

五
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
に
限
る
。）を
申
請
す
る
者
は
、
法
第
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援

計
画
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
支
援
計
画
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
介
護

保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
九
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
つ
て
保
護
を
要
す
る

も
の
が
介
護
扶
助
の
申
請
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
葬
祭
扶
助
を
申
請
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
保
護

の
実
施
機
関
（
法
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
死
者
の
生
前
の
居
住
地
又
は
現
在

地
の
保
護
の
実
施
機
関
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

二

死
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
死
亡
の
年
月
日
、
死
亡
時
の
住
所
又
は
居
所
及
び
葬
祭
を
行
う
者
と
の
関
係

三

葬
祭
を
行
う
た
め
に
必
要
と
す
る
金
額

四

法
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
遺
留
の
金
品
の
状
況

６

保
護
の
実
施
機
関
は
、
第
四
項
又
は
前
項
に
規
定
す
る
書
類
又
は
申
請
書
の
ほ
か
、
保
護
の
決
定
に
必
要
な
書
類

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
扶
養
義
務
者
に
対
す
る
通
知
）

第
二
条

法
第
二
十
四
条
第
八
項
に
よ
る
通
知
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
行
う
も
の
と

す
る
。

一

保
護
の
実
施
機
関
が
、
当
該
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
を
行

う
蓋
然
性
が
高
い
と
認
め
た
場
合

二

保
護
の
実
施
機
関
が
、
申
請
者
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
る
も
の
で
な
い
と
認

め
た
場
合

三

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
保
護
の
実
施
機
関
が
、
当
該
通
知
を
行
う
こ
と
に
よ
り
申
請
者
の
自
立
に
重

大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
た
場
合

２

法
第
二
十
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

申
請
者
の
氏
名

二

前
号
に
規
定
す
る
者
か
ら
保
護
の
開
始
の
申
請
が
あ
つ
た
日

（
報
告
の
求
め
）

第
三
条

保
護
の
実
施
機
関
は
、
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
要
保
護
者
の
扶
養
義
務
者
に
報
告
を
求
め
る

場
合
に
は
、
当
該
扶
養
義
務
者
が
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
扶
養
義
務
を
履
行
し

て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
求
め
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

保
護
の
実
施
機
関
が
、
当
該
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
を
行

う
蓋
然
性
が
高
い
と
認
め
た
場
合

二

保
護
の
実
施
機
関
が
、
要
保
護
者
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
る
も
の
で
な
い
と
認
め
た
場
合

三

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
保
護
の
実
施
機
関
が
、
当
該
求
め
を
行
う
こ
と
に
よ
り
要
保
護
者
の
自
立
に

重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
た
場
合

第
四
条
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

š™


		2014-04-17T15:13:03+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




